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１． 当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明 

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府の経済対策等の効果により、一部の業種で企業収益の改善がみ

られるなど引き続き緩やかな景気回復基調で推移し、また、雇用・所得環境の着実な改善が続くもとで、個人消費も徐々

に持ち直しの動きがみられましたが、一方で原材料価格の上昇や新興国経済の成長鈍化、欧州での政情不安などの諸問題

もあり、景気先行きの不透明な状況は依然として続いております。 

当社グループの中核事業である水産物卸売事業におきましても、水産資源の減少や競争激化による市場外流通の増加に

加えて、水産物需要の低迷も顕在化しており、厳しい経営環境が続いております。 

このような状況の下、当社グループは、平成26年度から平成28年度まで３ヵ年の中期経営計画「ＭＭプラン３rd Stage」

を策定し、グループ一体となった営業推進によりグループ営業力・販売力の強化を図り、安全・安心な水産物をコアとし

た食品を安定して供給するグッドリレーションカンパニーを目指すべく邁進して参りました。 

その結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は26,019百万円と前第２四半期連結累計期間に比べ1,100百万円 

（△4.1％）の減収となりましたが、経費の節減等により営業損失は 36 百万円と前第２四半期連結累計期間に比べ 47

百万円（前年同期 営業損失84百万円）の改善となりました。 

また、経常利益は112百万円と前第２四半期連結累計期間に比べ57百万円（105.2％）、四半期純利益は95百万円と前

第２四半期連結累計期間に比べ33百万円（53.3％）と共に増益となりました。 

 

セグメントの業績は、次のとおりであります。 

（水産物卸売事業） 

売上高は20,801百万円と前第２四半期連結累計期間に比べ1,270百万円（△5.8％）の減収となりましたが、営業損

失は10百万円と前第２四半期連結累計期間に比べ55百万円（前年同期 営業損失66百万円）の改善となりました。 

（水産物販売事業） 

売上高は5,093百万円と前第２四半期連結累計期間に比べ183百万円(3.7％)の増収となりましたが、営業損失は44

百万円と前第２四半期連結累計期間に比べ１百万円（前年同期 営業損失43百万円）の減益となりました。 

（不動産等賃貸事業） 

売上高は14百万円と前第２四半期連結累計期間に比べ０百万円(3.7％)の増収となり、営業利益も14百万円と前第２

四半期連結累計期間に比べ１百万円（14.4％）の増益となりました。 

（運送事業） 

売上高は110百万円と前第２四半期連結累計期間に比べ13百万円(△11.0％)の減収となり、営業利益も４百万円と前

第２四半期連結累計期間に比べ６百万円（△57.6％）の減益となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明 

当第２四半期連結会計期間末における総資産は、18,626 百万円と前連結会計年度末に比べ1,267 百万円増加しました。

この主な要因は、商品及び製品の増加 348 百万円及び投資有価証券の時価評価等による増加 938 百万円によるものであり

ます。 

負債は、6,756百万円と前連結会計年度末に比べ645百万円増加しました。この主な要因は、支払手形及び買掛金の増加

139百万円、その他の流動負債の増加176百万円及び長期繰延税金負債の増加331百万円によるものであります。 

純資産は、11,869百万円と前連結会計年度末に比べ621百万円増加しました。この主な要因は、利益剰余金の増加24百

万円及びその他有価証券評価差額金の増加597百万円によるものであります。 

 

（キャッシュ・フローの状況） 

当第２四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物は 2,646 百万円と前連結会計年度末に比べ 184 百万円の減少となり

ました。 

営業活動によるキャッシュ・フローにおいては52百万円の支出となりました。この主な要因は、税金等調整前四半期純

利益110百万円、売上債権の減少23百万円、たな卸資産の増加348百万円及び仕入債務の増加139百万円によるものであ

ります。 

投資活動によるキャッシュ・フローにおいては45百万円の支出となりました。この主な要因は、有形固定資産の取得に

よる支出21百万円、投資有価証券の取得による支出11百万円及びその他の支出７百万円によるものであります。 

財務活動によるキャッシュ・フローにおいては 86 百万円の支出となりました。この主な要因は、配当金の支払額 70 百

万円及びリース債務の返済による支出14百万円によるものであります。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

業績予想につきましては、平成 26 年５月 19 日に公表いたしました数値から変更はございません。なお、今回発表の１

株当たり予想当期純利益の計算は、当第２四半期連結会計期間末の期中平均株式数によっております。 
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２． サマリー情報（注記事項）に関する事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

該当事項はありません。 
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成26年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 2,861 2,677 

受取手形及び売掛金 3,942 3,921 

有価証券 11 11 

商品及び製品 1,049 1,397 

その他 41 87 

貸倒引当金 △483 △466 

流動資産合計 7,423 7,628 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 987 960 

土地 771 771 

リース資産（純額） 59 87 

建設仮勘定 12 12 

その他（純額） 65 65 

有形固定資産合計 1,895 1,897 

無形固定資産    

ソフトウエア 133 257 

その他 10 10 

無形固定資産合計 144 267 

投資その他の資産    

投資有価証券 7,802 8,741 

長期貸付金 9 12 

破産更生債権等 529 527 

その他 68 64 

貸倒引当金 △513 △513 

投資その他の資産合計 7,896 8,832 

固定資産合計 9,935 10,997 

資産合計 17,358 18,626 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成26年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 2,775 2,914 

未払法人税等 29 15 

引当金 59 48 

その他 278 455 

流動負債合計 3,143 3,435 

固定負債    

役員退職慰労引当金 150 － 

退職給付に係る負債 691 695 

資産除去債務 30 30 

長期未払金 － 147 

繰延税金負債 1,802 2,134 

その他 292 313 

固定負債合計 2,966 3,321 

負債合計 6,110 6,756 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,541 1,541 

資本剰余金 376 376 

利益剰余金 6,241 6,266 

自己株式 △102 △103 

株主資本合計 8,058 8,082 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 3,186 3,783 

その他の包括利益累計額合計 3,186 3,783 

少数株主持分 3 3 

純資産合計 11,248 11,869 

負債純資産合計 17,358 18,626 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

売上高 27,120 26,019 

売上原価 25,339 24,285 

売上総利益 1,780 1,734 

販売費及び一般管理費 1,865 1,770 

営業損失（△） △84 △36 

営業外収益    

受取利息 6 7 

受取配当金 99 107 

その他 34 34 

営業外収益合計 140 150 

営業外費用    

支払利息 0 1 

その他 0 0 

営業外費用合計 1 1 

経常利益 54 112 

特別利益    

固定資産売却益 0 － 

投資有価証券売却益 12 0 

負ののれん発生益 1 － 

特別利益合計 14 0 

特別損失    

固定資産除却損 － 1 

特別損失合計 － 1 

税金等調整前四半期純利益 68 110 

法人税、住民税及び事業税 4 15 

法人税等調整額 1 △0 

法人税等合計 5 15 

少数株主損益調整前四半期純利益 63 95 

少数株主利益又は少数株主損失（△） 0 △0 

四半期純利益 62 95 

 

（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 63 95 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 89 597 

その他の包括利益合計 89 597 

四半期包括利益 152 693 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 152 693 

少数株主に係る四半期包括利益 0 △0 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 68 110 

減価償却費 90 84 

貸倒引当金の増減額（△は減少） 30 △16 

賞与引当金の増減額（△は減少） △11 △10 

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 13 △150 

退職給付引当金の増減額（△は減少） △102 － 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） － 4 

受取利息及び受取配当金 △106 △115 

支払利息 0 1 

有形固定資産売却損益（△は益） △0 － 

固定資産除却損 － 1 

投資有価証券売却損益（△は益） △12 △0 

売上債権の増減額（△は増加） 74 23 

たな卸資産の増減額（△は増加） △222 △348 

仕入債務の増減額（△は減少） 4 139 

未払消費税等の増減額（△は減少） △18 7 

長期未払金の増減額（△は減少） － 147 

その他 △60 1 

小計 △253 △119 

利息及び配当金の受取額 95 96 

利息の支払額 △0 △0 

法人税等の支払額 △7 △28 

営業活動によるキャッシュ・フロー △165 △52 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

定期預金の預入による支出 △30 － 

有形固定資産の取得による支出 △25 △21 

有形固定資産の売却による収入 1 － 

無形固定資産の取得による支出 △102 △5 

投資有価証券の取得による支出 △74 △11 

投資有価証券の売却による収入 148 1 

子会社株式の取得による支出 △3 － 

貸付けによる支出 △1 △3 

貸付金の回収による収入 14 1 

その他の支出 － △7 

その他の収入 － 0 

投資活動によるキャッシュ・フロー △73 △45 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

自己株式の取得による支出 △0 △0 

配当金の支払額 △65 △70 

リース債務の返済による支出 △13 △14 

財務活動によるキャッシュ・フロー △79 △86 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △318 △184 

現金及び現金同等物の期首残高 3,024 2,830 

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,706 2,646 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

  （継続企業の前提に関する注記） 

   該当事項はありません。 

 

  （株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

   該当事項はありません。 

 

  （セグメント情報等） 

セグメント情報 

    Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自平成25年４月１日 至平成25年９月30日） 

     １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

         （単位：百万円） 

 
 
 

報告セグメント 

調整額 

（注１） 

四半期連結 

損益計算書 

計上額 

（注２） 

水産物 

卸売事業 

水産物 

販売事業 

不動産等 

賃貸事業 
運送事業 計 

売上高        

(1)外部顧客への売上高 22,071 4,910 14 124 27,120 － 27,120 

(2)セグメント間の内部売上

高又は振替高  
1,655 109 30 59 1,855 △1,855 － 

計 23,726 5,019 44 184 28,975 △1,855 27,120 

セグメント利益又は損失

（△） 
△66 △43 12 10 △86 2 △84 

（注）１．セグメント利益の調整額２百万円は、棚卸資産の未実現利益２百万円であります。 

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。 

 
    Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自平成26年４月１日 至平成26年９月30日） 

     １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

         （単位：百万円） 

 
 
 

報告セグメント 

調整額 

（注１） 

四半期連結 

損益計算書 

計上額 

（注２） 

水産物 

卸売事業 

水産物 

販売事業 

不動産等 

賃貸事業 
運送事業 計 

売上高        

(1)外部顧客への売上高 20,801 5,093 14 110 26,019 － 26,019 

(2)セグメント間の内部売上

高又は振替高  
1,762 81 30 58 1,933 △1,933 － 

計 22,563 5,174 45 169 27,953 △1,933 26,019 

セグメント利益又は損失

（△） 
△10 △44 14 4 △36 0 △36 

（注）１．セグメント利益の調整額０百万円は、棚卸資産の未実現利益０百万円であります。 

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。 
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